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◆	 研究概要

・和漢薬理論に対するエビデンスの提供とそれを基盤にした新たな研究戦略の提供

・生体反応に寄り添った和漢薬独自の作用の解明とそれに基づく超低濃度作用薬の開発

・和漢薬理論に立脚したうつ病の分類，発症機序の解明と，新規抗うつ薬の開発

・「抗がん薬副作用による心不全」「致死性再発心筋梗塞」を予防する和漢薬処方の開発
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